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赤痢アメーバのモノレモヅト感染

の病理組織学的研究

山川漣水

慶応義塾大学医学部寄生虫学教室（主任松林久吉教授）

（昭和29年 7月13日受領）

緒言

赤痢アメーパを感染せしめる実験動物としては古から

仔猫が使用され，その後犬，消J，時に猿等が用いられ，

之等は何れも比較的容易に感染する。モルモァトに就て

ほ古く少数の実験が行われており感染もしているが，何

れも少数例であった。モルモヅトの感染について詳細な

研究を行ったのは Carrea及び Faust(1949）及び Ta・

ylor et al (1950）であるO この二つの報告によってモル

モットは甚だ容易に赤痢アメ戸パに感染するものである

ことが明かにされた。私は終始モルモットを用いて赤痢

アメーパの感染実験を行い，木動物の赤痢アメ戸パに対

する感受性，並に種々と前処置又は操作を加えたものの

感染状況を観察して来た。その成績は既に報告して来た

所であるo それでこれ迄感染実験を行って来た所の 1)

Cl. welchiiを随伴，感染させた場合 2）拡散因子剤を

伴った場合 3）免疫的前処置をした場合 4）全く無操作

のモルモットの場合等に於ける夫々の病理学的検索を行

い，知見を得たので‘ままに報告するO

実験材料と方法並に所見

材料として各種前処置をほどこしたもの，並に前処置

をしない感染例をとり，病変部の肉眼的，組織学的観察

を行った。拡散因子剤を用いたもの，免疫的操作を行っ

たもの並に無操作のものに就ては四百部を主として観察

し， Cl.welchiiで操作したものは回宮部並に直腸部を

観察した口全般を通じて肝臓，其他の臓器も一応観察を

行った。病変部の材料は 10%フォルマリシ液に回定し，

パクプイシで、包埋し， 5～71iの連続切片として Haem-

.atoxylin Eosinの重染色を行った。

肉眼的所見：前処置したものも， しないものも病変部

Hayami Yamakawa : Histopathological studies 

on the infection of Entamoeba histolytica in gui-

nea pigs. (Dept. of Parasitology, School of Me-

.clicine, Keio University, Tokyo, Japan). 

の所見は様々であり，従って一括して次の如く示す。

粘膜病変部の撤壌は多くは消失し，その部分は可成の

広さに腫脹しているO 叉その部分には不規則な形の病像

が見られ，孤立性のもの，融合したもの，叉時に円形に

結節状に3～5mm径に腫脹し，その中心に凹を有する

ものあり，或は殆んど腫脹を示さず所々に不規則の形の

潰蕩を呈するものもあるO 叉所々部分的に腫脹し，その

周囲は略ぼ正常の粘膜像を呈しているのもあるO 多くの

例では種々の程度に出血際関しその表面には可成りの

厚い黄白色の膿苔が被っていて，その下には潰疹，出凪

が認められる。それは竣膜より殆んど透視しうる程度で

あるo叉ほとんどの例に血性下痢使が附着していて， 1 

例に於ては病変は広範囲に拡がり回腸の部まで進展して

いるのもあり，その病変の進展の速さに驚く程である。

一般に胃腸内全国に豆って，平等に病変を呈する事は

殆んどなく，限局的に病変が見られた。 48時間位で既に

可成の烈しい病変を呈 しているものもあるO

胃腸内容は多く水際，粘液性で時に血性であった。通

常アメ｛バ接種後6～9日で剖検した為か，病変の結腸

部まで進展したものはなかった。叉其の他の臓器，特に

肝臓に病変を示したものは無かったD 既述の如く病変部

の所見は前処置をしたものも， しないものも種々で，特

に差違は認められなかったが，唯免疫的操作をしたもの

で病竃が4mm径の庇状に隆起しその表面に小さな凹

みが無数に点在しているものがあった。

病変部の病理組織所見：病巣の所見を記するに当って

便宜上次の知き記号を川jいることにする。

C・・全く前処置をしないもの， H..拡散因子剤を伴っ

たもの， I ..免疫的操作をしたもの， W・ ・Cl. welchii 

を伴ったもの

鏡検した一部の例について示せば次の如くで－ある。

対照例の場合：

Cl・・粘勝且織の大部分は破壊して， 物質欠損を示
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し破壊された上氏刺胞聞に充血が著しい，この物質欠

損は粘膜下層全般に立っており殆んど筋層の近くまで及

んで‘いる。粘膜筋板の破壊も著しし、。附近に淋巴球浸潤

が高度である。多核白血球は少い。粘膜下組織は上方部

に出血高度で，下方に少し、。この部に軽度の浮腫を証明

し淋巴球の浸j問中等度であるo アメーバは破壊された

粘関吐織の間際を侵入して，粘膜筋板附近に無数に散在

し，叉一部は集団となって粘膜下組織に及び，略々中央

部まで侵入しているO 筋層は一部舌L.h少量の淋巴球の浸

j悶を見る。

C2・・粘膜組織の上部約 1んに壊死があり， この部に

11¥血中等度。残存上皮細胞は緊粗となり，アメーバが散

布しこの部の淋巴球の浸潤は中等度であるo粘膜筋板は

一部破壊し高度の淋巴球の浸潤，中等度の多核白血球

の浸潤， 少量の犬単核細胞があり粘膜下層に及んでい

るC 粘膜下層には浮腫が高度にあり，出血は少量，淋巴

H~並に多岐白血球の少量を見る。筋層は多少百L;f-i,，疑膜

附近に多核白血球の少量を見る。アメーバは破壊された

粘膜組織内に散乱しているが， この部分には少数であ

るo 粘膜筋紋附近には特に多く，横列に集団となってい

るC 叉リーベノレキュ｛シ氏腺腔にも少数見られる。

C3・・粘勝良織は上部約2f3が破壊し， 淡紅無構造の

壊死物質を証明する。粘膜筋板は一部分高度に破壊し

その部分に充血中等度，淋巴球の高度の浸潤を示してい

るC 粘膜下層には細胞浸潤強く，主として淋巴球，多核

白血球，大単核細胞でエオジン曙好細胞と思われるもの

少量，中等度の浮腫並に出血を見る。アメーバは粘膜の

破壊された無構造物質中に多く散乱し，粘膜筋板附近に

は特に多く，犬小不同，円形，長楕円形，亜鈴状を呈し

ている。

C4・・結膜層は上部 2/3が破壊し，構造は不明である，

この部の出血は高度であるロ粘膜筋板は一部破壊し，附

近に高度の多核白血球，中等度の淋巴球，少量の大単核

細胞の浸潤があり，粘膜下層にも及んでいる。粘膜下層

には充血高度，浮腫中等度を見る。筋層疑膜に変化はな

い。アメーパは上方無構造物質中に多数散在し，大小不

正形であり， リーベルキューシ氏腺腔内にも存在してい

る。粘膜筋板の健在の所では，その直上で止まっている

ものが多い。

C5・・粘膜の破壊は i/a程度であり， 粘液の形成は中

等度，上皮細胞聞に中等度の淋巴球の浸j聞を見る。粘膜

組織の一部破壊した所には，淋巴球の浸潤が高度であり

この部に軽度の出血を見るD 粘膜筋板は一部破壊してい

［寄生虫学雑誌・第 3巻・第 4号？

るO 粘膜下層の出血は極めて軽度O 筋層内に軽度の淋巴．

球，多核白血球を見る。アメーパは粘膜上層部に僅かに

存在しているO

C6・・粘鵬且織は上方約 2/3に於て破壊欠損し， 無構ー

造火焔状に淡紅を呈しているO 粘膜筋板の破壊も著し

い。粘膜下層の出血並に浮腫は軽度であり，この部には

中等度の淋巴球，多核白血球の浸潤があり，アメ戸バはー

上．層の無構造物質中に叉粘膜下層に少数見られるo

拡散因子剤を使月jした場合：

HI・・粘膜器且織は上部2f3が破壊されて， その部分に

血管充盈と出血があるO 粘膜筋板は犬体保たれている

が，一部破壊されて充血が見られるo 粘膜下回には可成

強い繍漫性の出血が見られ，炎症性浮腫も軽度に存し，

大小淋巴球，大単核細胞が少量浸潤し血管の周囲に僅ー

かの多核白血球も見られる。アメーパは破壊された粘膜

組織より粘膜下層に立って中等度に散在しているO

H2・・粘膜組織は 2f3，それ以上に破壊されて，壊死，

無構造物質となり，その上部は一部剥i離し出血が高度

である。粘膜筋板も所々に於て高度に破壊され，その部

の高度ρ出血と，著しい細胞浸潤が見られるO 浸潤細胞

の主なものは淋巴球が多く，大単核細胞も少量あり，多

核白血球は極めて少い。それ等の浸潤は粘膜下層にも及

んでいるO 粘膜下組織には強い出血と軽度の浮腫を見

るO 筋層は高度に乱れて，出血も叉高度である。アメー

バは粘勝且織の全く崩壊した部分にも存在し特に粘膜

筋板附近より粘膜下層に亘って，集団となり，叉散乱し

その数は極めて多い。

H3・・粘膜話丑織は殆んど破壊されているo 破壊上部は

無構造で‘所々剥脱しているo粘膜筋板も犬部分破壊され

て，その部の出血は中等度であるD 粘膜下層は充血強く

蹴漫性出血高度であり，中等度の浮腫も認める。叉筋層

の近くに底を有する典型的の査形潰蕩が見られる。粘膜ー

下層の細胞浸潤は強く，中等度の多核白血球，軽度の淋

巴球，大単核細胞， 少量の好酸球と思われるものがあ

る。アメ F バは破壊粘膜潰湯中に少数見られ，主として

破壊粘膜筋板より粘膜下層に及び， その数は極めて多

し、。

H4・・粘膜組織は殆んど破壊欠損して， 粘膜筋板も又

同様である。粘膜下層の出血強く，この部の淋巴球の浸

潤は強い。多核白血球は少量。アメーバは粘膜下組織の

上方に少数散在しているO

H5・・粘膜並に粘膜筋板は殆んど破壊し欠損してし

るO 粘膜下屑上部に高度の出血あり，この部に中等度のー
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多核白血球，軽度の犬単核細胞設j悶を見る。筋庖に中等

度の出血と軽度の淋巴球浸潤を見る。アメ｛バは粘膜下

!'?1’の中央部まで散在しているが，少数である。

H6・・粘膜，粘膜筋板共に殆んど崩壊しているD 粘膜

下層に淋巴球の中等度の浸潤あ り，血管の充盈は高度で

あるD 筋j曹は乱れてその中に中等度の出血があるO アメ

｛パは上方破壊,f(jfi真に散在し， りーベルキューシ氏腺腔

にも少数存在する。

Cl. welchiiを使jりした場合：

Wl・・粘膜；吐織は殆んど壊死欠損し，その附近に出血

像著明である。ね膜筋板の破壊も著しい。粘膜下層の出

血中等度，筋）t'iは少しく乱れているO 細胞浸潤は全般に

豆って淋巴球， 多核白血球が多く見られるO アメーパは

粘膜下層に中等度に散在しているD

W2・・粘勝江織は上部 2/3が崩壊欠損し， 粘膜筋板も

破壊高度であるO この部分に高度の多核白血球，中等度

の淋巴球，大Jjl核細胞の浸潤があるo粘膜下層の出血は

極めて強い。筋層の出血も可成り見られる口アメ F バの

存在は不明であるO

W3・・粘膜は上部 1んが崩壊欠損し， 粘膜筋板も中等

度に破壊されているo粘膜下層の出血は殆んど見られな

いが高度の浮腫を見るD 叉淋巴球の中等度，多核白血球

の軽度，大単桜細胞の中等度の浸潤を認めるc アメーバ

の存在は不明である。

免疫操作を行った場合：

I 1・・粘膜上皮の破壊は少い。破壊されない上皮細胞

は一般に丈高く，核は下方に圧せられ，高度の粘液を有

しているD この部分の淋巴球の浸潤は中等度である。粘

膜筋板は略々正常に保たれて，この部分の淋巴球の浸i間

は高度であるO 粘膜下層に禰漫性出血強く，浮腫少量，

細胞浸潤は極めて強い。即ち，高度の多核白血球，軽度

の淋巴球，形質細胞，好酸球と思われるもの並に繊維素

であるO この例は恐らく限局性腹膜炎より進展したもの

らしい。アメ｛バは上皮細胞の粘液が豊富のため一見侵

入口が判然としないが，よく見ると一部侵入口と思われ

る部位から 2～3例腺間組織に侵入している。 アメ｛パ

は孤立の状態で変性に傾いているc その附近の組織の障

碍は認められなし、。

I 2・・粘膜上皮は可成り高度に崩壊欠損して，出血像

も中等度であるO 上皮細胞は多量に粘液を有している。

腺腔は極めて狭い。粘膜筋板は僅かに破壊して，その部

に細胞の浸潤が極めて高度である。即ち著しい犬，小淋

巴球，中等度の大単核細胞，形質細胞等で多核白血球は
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極めて少し、。粘膜下層にも淋巴球の著しい浸潤と中等度ー

の血管充盈像が見られるo アメ｛バは1～2個腺間組織

に侵入しているが，その侵入口は殆んど判然としないが

よく見ると侵入口の痕跡と思われるものがあるO 侵入ア

メーバは深く入らず変性に傾いている。

I 3・・粘膜組織は l/3に破壊を見る。 その附近に出血

中等度で，淋巴球の浸潤が極めて著しい。粘膜筋板は引

に破壊を見て，大小淋巴球の浸潤が高度であるO この浸

潤は粘膜下層に及んでいて，可成の大単核細胞も混在し

ているD 粘膜下層も出血強く，淋巴球の著しい浸潤，中

等度の大単核細胞．少量の形質細胞を見る。白血球は極

めて少い。アメ戸バは破壊された最上部の上皮細胞附近

に2～3個あり，強い細胞浸潤で進入を阻止されている

様な状態を呈している。

病理組織の総括的所見：

C・・粘膜の破壊像は所々に於て著しく強く，健康部と

病変部の移行部に於て，粘液形成の著しいものがあるO

上皮細胞の配列は不規則で，遊離し，全く無構造に淡染

し，火焔状を呈し高度の壊死を示しているものもあるO

血管充盈，並に出血は破壊された粘鵬且織，粘膜下組織

に多く見られてその程度は様々で・あるO 粘膜に於ける細

胞浸潤は主として大，小淋巴球，多核白血球と少量の大

単核細胞であるo 粘膜筋板も可成の程度に破壊されて，

その附近に上記の様な細胞浸潤が見られる。粘膜下組織

に於ては壊死並に物質欠損は一般に軽度であり，出血は

中等度で，種々の程度に浮腫を伴い，細胞浸潤は多くの

淋巴球，次に多核白血球大単核細胞等である。筋層に於

ける障碍は軽度で， 全く正常のものが多いが，一部の例

に於て，筋の走行が乱れて淋巴球の少量の浸潤が見られ

るO 援膜は通常おかされず，開腹手術のため一部の癒着

と軽度の限局性腹膜炎のため繊維素を可成りの程度に証

明したものもあった。アメ｛パは腺間組織に侵入して行

く像が見られ，破壊粘勝且織内，粘膜筋板附近に特に多

く散乱，叉集合して一団となっている。叉破壊粘膜の上

部の壊死無構造物質め中にも散在しているがその数はあ

まり多くない。叉粘勝且織にも多く侵入し，その程度は

様々であるD 粘膜，粘膜下組織のアメ戸バによる高度の

障碍にも不拘筋層に侵入している例はなかった。 りF ベ

ルキューシ氏腺腔内に侵入している例は少数で、あった。

侵入アメーバの形は円形z 楕円形，亜鈴状であり，核の

明瞭のものもあり，叉不鮮明で虫体の崩壊に傾いたもの

もあった。大小形態は様々であるO 原形質はエオジシで

染り，核は他の浸潤細胞のそれよりへマトキシリシによ 唱

( 17 ) 



252 

つてはるかに淡染性である。

H・・組織破壊の状態並に細胞浸潤も種々で，無操作動

物（C）の場合と略々同様であるが， rn血換が（C）の場合

より稽々強い様である。

W・・粘膜の障碍は高度で，細胞浸潤は様々で出血が強

く，組織像は上記のものと大差はない。アメ｛バの組織

内検出は動物の死亡後の剖検で変性崩壊した為か極めて

少数であった。

I・・粘膜面の破壊像は上記の例よりはるかに軽度であ

り，上皮細胞の粘液形成が豊富な状態を示しているD 叉

特に上述の例と異る所は粘膜，粘膜下組織を通じて細胞

浸潤が極めて高．度である点であるO 特に大，小淋巴球，

万五質細胞，多核白血球，大単核細胞等である。組織内に

アメ戸パの侵入も見られるが，アメーパの数は極めて少

く1～2個， 3～4倒病変の上方に散在し変性に傾く像を

示しているO

以上記載した各例の所見を一括表示すれば第1表の如

くである。

考按

赤痢アメーバの感染における病変がアメ｛パ単独の働

によるものか或は細菌の混合感染の助けを必要とするも

のかについては向問題のある所である。Spector(1935) 

は小猫に対する感染で，人聞に病原性のある細菌はアメ

ーパの感染を容易にし，叉小猫腸内に於ける潰湯形成を

拡張すると云っている。例えばj特血性連鎖状球菌や人の

大腸炎の潰湯より得た Green-producingStreptococci 

叉は Pneumococcustypus I and III等に上述の作月j

があると述べているO 叉 Meleney& Fryeは人聞に於

てアメ F バ症の肉眼的の病変のないに不拘，アメーバは

粘膜の下方に見られ，淋巴脂胞の中に叉淋巴腺の中に叉

粘膜下組織の血管の中に見出されると云っているO しか

しその時明らかな細胞の壊死が見られる場合もあると云

っているO Craig(l944）はアメーパ症の第一次の病害は

赤痢アメーパによる Cystolysisが起り，次にアメーパ

が組織を侵害しその結果粘膜表層の障碍が起り，充血

と膨張が生じ，筋層は明かに感染の拡大を防ぐ様である

が， しかしそれも破られて穿孔が出来る事があると云っ

ているO 私の行った実験に於ては，粘膜が極めて烈しく

障碍を蒙り物質欠損のある場合でも，先づ粘膜筋板附近

で1アメ戸パの侵入を防止している様な所見を見る。次で

粘膜筋板は破壊され，アメーバは粘膜下層に侵入しそ

の略々中央まで侵入しているのが多い，そして多くはそ

の位置で，横に群集し，多数の浸潤細胞に固まれてr,r;-

( 18 ) 
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るO 筋層内に侵入したものは無かった。叉腺間組織を縦

列に侵入したアメーパが直接粘膜筋板にさえぎられ，そ

の部に石垣状に並んで停止し，浸潤細胞に囲まれた像も

見られた。

拡散因子剤の使用に於ても，叉 Cl.welchiiを随伴さ

せた場合に於ても，アメ戸パの感染状態は無操作の動物

の場合と大なる差異は認められない。組織像所見にも同

様特に差異はなかった。併し免疫様作をした動物に於て

は，前回の報告にある様に，感受率は他の場合よりはる

かに低下しているD 病理組織所見に於ても可成りの特徴

を示し，病変があるに不拘，アメ｛バの組織内侵入は極

めて少し殆んど判明し難い状態であり，｛喧かに1～2

個破壊粘膜の表層部に見られるに過ぎず，粘膜下層に侵

入しているものはない。それに反して，組織内の細胞浸

潤は極めて高度であり，腸壁各層に亘って極めて多数の

大，小淋巴球と大単核細胞，形質細胞，白血球，好酸球

と思われるものの種々の程度の浸潤を証明し得るのであ

るO 叉破壊されない粘膜上皮細胞の粘液形成高度の像も

示している。叉アメ｛パの腸壁侵入についても，無操作

動物と拡散因子剤使用例と Cl.welchiiの随伴例との間

に於て侵入像に大なる差は認らられない。

叉盲腸内注入接種に於て，既に 48時間に於て， 病変

を生じ，アメーパの組織内侵入を見るのもあるO

赤痢アメ｛パの病原性はアメ F バの株によって可成り

相違がある様であり，同じ株でも長期培養によって必ず

しもその病原性は表えぬ様でもあるO 即ち私の用いた広

瀬株は既に3カ年間近くも継代培養したにも不拘，その

感染能力（感染率）の減弱は認められなかった。叉拡散剤

使用によるアメ｛バ侵入促進，感染率の増加は殆んど認

められない。唯本実験に於て免疫操作をなしたものには

アメーバの組織内に深く侵入し難いのは興味深く，その

病変並に物質欠損は組織の表層部に止まり，且全組織内

の細胞の浸潤が極めて高度であるO

結論

1) モルモットを使用し，赤痢アメーパ感染実験を行

い，病変を生じたものについて病理学的観察を行った。

2) Cl. welchii を随伴感染させたものについては，

死後の剖検の為か，組織内にアメーバを検出したものは

少数例であった。

3) 拡散因子剤の試験で，潰揚が形成された例のうち

切片標本で検した7例では7例共多数のアメ｛バが認め

られたが，病理学的所見に特異な点はなかった。

4) 無操作動物でも同傑に6例中6例に極めて多数の
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アメーパを組織内に認めた。

5) 免疫操作の動物では，可成り特異な像が見られア

メ｛バは切片標本で検した3例中2例に見られたが，そ

の激は極めて少し病変の上回部にのみ散在し，種々な

細胞浸j聞が極めて強かった

6) 拡散因子剤をJiJいたもの， CJ.welchiiを随伴せ

しめたものに於げる病理組織像は対照例におけるものと

大なる差は認められなかった。

7) アメーパの組織侵入に対し，添加した拡散因子剤

の影響は認められなかった。

f自主終るにあた P御指導御校閲下さった恩師松林教授

与rt：に病理所見につき種々街教示下さった病理学教室大根

回助教授に深謝する。
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